
No. 項目 意⾒の要旨 取扱い 区の考え方

身近な相談場所に関すること

介護予防に関すること
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第３章 施策の展開
基本目標１ 健康でいきいき暮らす
施策の方向性３ 高齢者がかがやく
活動の推進

 65歳健康寿命の表に、平均寿命と要支援1の平均障害期間
（年）の数値も表記したらどうか。

◎  ご意⾒を踏まえ、計画書に反映いたします。
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第３章 施策の展開
基本目標１ 健康でいきいき暮らす
施策の方向性３ 高齢者がかがやく
活動の推進

 介護予防の活動者同⼠の交流の場があれば、相互の協⼒が可
能とも思えます。

△
 介護予防の活動者同⼠の交流の場については、今後、圏域毎に⾃主グループ同
⼠が連携しやすい環境づくりを進めてまいります。
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第３章 施策の展開
基本目標１ 健康でいきいき暮らす
施策の方向性３ 高齢者がかがやく
活動の推進

 ⾃主グループの参加支援とありますが、具体的に記述して欲
しい。

△

 ⾃主グループが継続的に活動でき、活動への参加が増加（向上）するように支
援していく必要があると認識しています。⾃主グループへの支援はグループ毎に
⼿法が異なるものと考えており、今後、⾃主グループ毎にご意⾒を聴きながら具
体的な⼿法を検討してまいります。
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第３章 施策の展開
基本目標１ 健康でいきいき暮らす
施策の方向性３ 高齢者がかがやく
活動の推進

 葛飾区内でどの地域に、どのような内容の介護予防事業があ
るのかが分かる冊⼦のようなものがあると良いなと感じていま
す。

△
 区では、平成30年度に７つの⽇常⽣活圏域毎に作成した「地域を楽しむ︕葛
飾区シニア活動マップ」の掲載情報（地域毎に活動する団体の情報）を更新し、
冊⼦での配布及び区ホームページでの公開を予定しています。

第９期 葛飾区⾼齢者保健福祉計画・介護保険事業計画（素案）に関する区⺠の主な意⾒と区の考え⽅

【取扱いについて】 ◎︓計画案に意⾒を反映する ○︓計画（素案）に盛り込まれている  △︓意⾒・要望としてお聞きし、今後の参考にする
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第２章 高齢者を取り巻く状況
５ 高齢者総合相談センター

 身近に相談できるところを増やして下さい。
 （同様意⾒ １件）

〇

 現在、高齢者の身近な相談場所として、区役所内の福祉総合窓口・くらしのま
るごと相談窓口のほか、区内を７つの地域に区分し、１地域内に２か所、区内計
14か所の「高齢者総合相談センター」を設置しております。
 高齢者総合相談センターでは、来所による窓口相談、電話による相談のほか、
内容によっては、相談者のご⾃宅に伺っての相談も⾏っております。
 今後も高齢者の身近な相談場所としての「高齢者総合相談センター」の周知に
努めるとともに、高齢化の進展や複雑化・複合化したニーズなどへの対応を踏ま
え、高齢者総合相談センターの体制整備を検討してまいります。



【取扱いについて】 ◎︓計画案に意⾒を反映する ○︓計画（素案）に盛り込まれている  △︓意⾒・要望としてお聞きし、今後の参考にする

認知症施策に関すること

住宅に関すること

災害や犯罪に関すること
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第３章 施策の展開
１ 基本理念と基本目標

 基本目標２ いつまでも安心して暮らす 「・・・。さら
に、高齢者が安心して暮らせるために、災害や犯罪に対する備
えを地域ぐるみで進め、“いつまでも安心して暮らすまち”を目
指します」
その中には⾏政もはいっている事を明確にするため、地域と⾏
政が一体となりとしたらどうか。

◎  ご意⾒を踏まえ、計画書に反映いたします。
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第３章 施策の展開
基本目標２ いつまでも安心して暮
らす
施策の方向性１ 在宅⽣活を支える
サービスの充実

 高齢者というだけで、アパートを借りるのが難しい現実があ
ります。計画にも書いてありますが、高齢者向け住宅をつく
る、アパートなどの借り上げを⾏い、希望する高齢者が⼊居で
きるよう願うものです。家賃は安くお願いしたいです。低年⾦
者や無年⾦者など所得の低い者が⼊れないということはないよ
うにしていただきたい。

〇

 高齢者や低額所得者など住宅確保要配慮者の居住の安定を図るため、今後も⺠
間賃貸住宅における住み替え支援事業や、家賃債務保証料の助成事業などの支援
策を推進してまいります。また、住宅確保要配慮者の⼊居を専⽤とするセーフ
ティネット専⽤住宅制度について、区に適した制度の検討を推進してまいりま
す。
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第３章 施策の展開
基本目標２ いつまでも安心して暮
らす
施策の方向性２ 認知症高齢者施策
の充実

 認知症事業の充実の記述と✓以下の説明が重複しているので
はないか、✓以下の⽂章のほうが分かり易いのでうまく組み合
わせてはどうか。

◎  ご意⾒を踏まえ、計画書に反映いたします。
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第３章 施策の展開
基本目標２ いつまでも安心して暮
らす
施策の方向性２ 認知症高齢者施策
の充実

 ⼩中学校での教育の場での知識や理解の普及も視野に、地域
（町会など）の認知症への知識や身近な対応の理解の普及・啓
発の機会を意識的に設けてほしい。

〇

 区では、認知症に関する正しい知識や理解を持ち、地域で認知症の方やその家
族を⼿助けする「認知症サポーター」を養成する講座を区内全域で開催し、地域
住⺠、⾦融機関やスーパーマーケットの従業員、⼩・中・高等学校の⽣徒など
様々な方に受講していただいております。今後も幅広い世代に対して認知症の普
及・啓発を推進し、認知症高齢者や家族が住み慣れた地域で安心して暮らし続け
られるよう取り組んでまいります。
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第３章 施策の展開
基本目標１ 健康でいきいき暮らす
施策の方向性３ 高齢者がかがやく
活動の推進

 65歳健康寿命の出典について、東京都福祉保健局とある
が、東京都保健医療局に変更になったのではないか。

△

 各⾃治体の計画等において、東京都がこれまで算出・公表している65歳健康
寿命を利⽤する際は、出典を「東京都福祉保健局」として明記することとなって
おります。
 なお、ご意⾒にありますように、令和５年７⽉の組織改正に伴い「福祉局」と
「保健医療局」が発⾜しております。



【取扱いについて】 ◎︓計画案に意⾒を反映する ○︓計画（素案）に盛り込まれている  △︓意⾒・要望としてお聞きし、今後の参考にする

介護保険施設の整備に関すること

介護人材確保・定着に関すること
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第３章 施策の展開
基本目標３ ともにつながるやさし
いまちで暮らす
施策の方向性１ 支え合いの地域づ
くり

 正⽉に起きた能登地震、区も他人ごとではないはずです。首
都直下地震（南海トラフ地震も）の可能性も⻑くいわれていま
す。高齢者は地震による死亡、災害関連死が多いと聴いていま
す。区でもしっかり対策をしていただきたいです。とりわけ、
区内の⼩学校・中学校の耐震補強を⾏ない、高齢者の避難所と
しても使えるようにすることが求められていると考えます。ま
た、能登地震の報道等から⾷料や燃料などの備蓄（1週間程
度）も必要かと考えます。

△

 区では地震時に⾃宅での被災を減らすため、住宅の耐震診断や⼯事助成のほ
か、高齢者や障害者世帯を対象とした家具転倒防⽌器具取付支援補助⾦制度やガ
ラス⾶散防⽌フィルム取付補助⾦制度を実施しております。また、近年の地震災
害時に多い電気⽕災を未然に防ぐため、感震ブレーカーの設置補助事業を⾏って
おります。
 区⽴の⼩中学校の耐震性に関しては、法改正のあった昭和56年以前の旧耐震
基準により建築された全ての校舎について、耐震診断を⾏い、耐震性の弱いもの
は耐震補強⼯事を実施しております。
 災害時の備蓄については、内閣府や東京都から個人では最低3⽇、出来れば１
週間分の備えをいただくよう呼びかけられておりますが、区でも第一順位避難所
にあたる学校避難所をはじめとした施設に⾷料や飲料⽔、⽑布等の⽣活⽤品の備
蓄を進めております。また、発災時には東京都などからプッシュ型で物資の配分
が計画されているとともに、配分された物資を円滑に学校避難所に配分できるよ
う、閉塞された道路の啓開や避難所の設備点検、運搬などを⺠間の事業者と防災
協定を締結することで対応できるよう進めております。
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第３章 施策の展開
基本目標４ いつまでも安心して暮
らす
施策の方向性１ 介護サービスの基
盤整備

 保険事業が継続できるよう介護職の人たちに支援して下さ
い。
 （同様意⾒ １件）

〇
 現在、介護の資格取得にかかる費⽤の補助や事務負担を軽減するための業務の
ICT化の補助を⾏っています。第９期では、これまでの事業を拡⼤・充実すると
ともに、家賃助成や介護ロボットの導⼊費助成等の実施を検討してまいります。
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第３章 施策の展開
基本目標４ いつまでも安心して暮
らす
施策の方向性１ 介護サービスの基
盤整備

 特養をもっと沢山つくってください、今のままでは、介護保
険料を支払うばかりで、サービスを受けられるかどうかわかり
ません。年⾦は上がらないのに、介護保険料ばかり上がるのは
納得いきません。もっと弱者によりそう制度であってほしいと
思います。
 （同様意⾒ １件）

△

 第9期介護保険事業計画では、介護が必要になっても住み慣れた地域で⽣活を
送ることができるよう在宅介護の取組を強化するとともに、在宅での⽣活が困難
な方が必要な施設サービスを受けることができるよう、介護人材の確保・定着に
向けた支援に取り組みます。また、特別養護⽼人ホームのショートステイ床の特
養床への転⽤を呼びかけることで、区内全体の特養床の増を図ってまいります。
 今後も、高齢者介護施設の中⻑期的な需要等を総合的に勘案し、必要な施設
サービスを計画に位置付けてまいります。



【取扱いについて】 ◎︓計画案に意⾒を反映する ○︓計画（素案）に盛り込まれている  △︓意⾒・要望としてお聞きし、今後の参考にする

介護サービスに従事する職員の処遇に関すること

介護サービスの利⽤に関すること

介護保険料に関すること
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第３章 施策の展開
基本目標４ いつまでも安心して暮
らす
３ 保険者機能の強化

 在宅で介護を受けられるように経済的負担の軽減について、
考慮してほしい。

〇

 介護保険のサービスを利⽤したときの利⽤者負担額は、法令の定めにより、原
則としてサービス費⽤の１割(一定以上所得者の方は２割又は３割)となっており
ます。
 また、介護保険の利⽤者負担額が一定の⾦額を超えた場合に、超過分を支給す
る「高額介護（予防）サービス費」や「高額医療合算介護（予防）サービス費」
制度があり、利⽤者の負担軽減が図られております。
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第３章 施策の展開
基本目標４ いつまでも安心して暮
らす
３ 保険者機能の強化

 どういうときに介護保険が使えるのかわかるように宣伝をし
て下さい。
 （同様意⾒ ６件）

〇

 介護保険の制度やサービスの内容については、区役所や区⺠事務所などの窓口
で案内の冊⼦を配布しているほか、区のホームページでもご覧いただくことがで
きます。
 また、お近くの高齢者総合相談センターでのご案内もしておりますので、お気
軽に相談ください。
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第４章 介護サービス等の⾒込み及
び介護保険料の算定
２ 介護保険料の設定

 介護保険料の引き上げ反対に関する意⾒
 （同様意⾒ ９件）

【主な意⾒】
・物価に⾒合った保険料の算定にして欲しいと強く希望しま
す。
・保険料の値上げはしないで下さい。
・年⾦⽣活者にとって、これ以上の値上げは困ります。値上げ
に反対。

○

 介護保険料は、３年間の計画期間中における被保険者数と介護認定者数の推
移、各種介護サービス費などを推計して基準額を設定しています。
 高齢化の進展に伴い介護サービスを利⽤する方が年々増加（後期高齢者の増加
と要介護認定者の増加）しているなか、介護保険施設数の増加等、介護サービス
の充実による介護給付費の増額を⾒込み、第９期介護保険料の基準額を素案では
7,200円〜7,500円と⾒込んだところです。
 一方で、介護給付費準備基⾦の更なる取り崩しや、所得に応じてご負担いただ
く介護保険料の基準額に対する割合の⾒直しをすることなどにより、介護保険料
の引き上げ額の抑制を図ります。
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第３章 施策の展開
基本目標４ いつまでも安心して暮
らす
施策の方向性２ 介護サービスの質
の向上

 介護サービスに従事する職員の処遇の改善等に関する意⾒
 （同様意⾒ ４件）

【主な意⾒】
・介護をしている方達の労働条件を是非改善してほしいと思っ
ています。
・介護職の人たちの労⼒に対して給料が低すぎます。もっと支
援をして下さい。

△

 介護サービスに従事する職員の処遇の改善等につきましては、現在、一定の条
件を満たす事業者に対して、介護職員の賃⾦改善に充てることを目的に創設され
た「介護職員処遇改善加算」や「介護職員等特定処遇改善加算」などがございま
すが、これらは来年度以降一本化される⾒込みとなっております。
 また、来年度には東京都が介護職員等を対象とする⼿当制度を創設する⾒込み
となっており、今後も引き続き国や都の動向を注視してまいります。


